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龍
野
北
高
校
新
聞

～
地
域
と
の
共
生
を
図
り
、
明
る
く
活
力
の
あ
る
学
校
～

ま
ち
を
支
え
る
人
づ
く
り

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
へ
の
道

定
時
制
課
程

４
日
（
土
）
龍
北
工
房

５
日
（
日
）
全
商
商
業
経
済
検
定

７
日
（
火
）
生
徒
体
験
活
動
発
表
会
・
全
校
集
会

９
日
（
木
）
教
育
相
談

11
日
（
土
）
・
12
日
（
日
）
龍
北
工
房
（
町
ぢ
ゅ
う
美
術
館
）

20
日
（
月
）
追
認
考
査

21
日
（
火
）
～
28
日
（
火
）
学
年
末
考
査

25
日
（
土
）
卒
業
式

全

日

制

課

程

２
月
の
行
事
予
定

12

月

19

日

（

月
）

１
校

時
、
本
校
ア
セ
ン
ブ
リ
ホ
ー

ル

に

て

、
特

別

講

演
会

が

行

わ

れ

た
。

講

師

に
は

、

く

ぼ

整

骨
院

院

長

久

保

一

博
様

を

お

招
き

し

た

。

タ

イ
ト

ル

は

「
学

生

よ

大

志

を
抱

け

」

と
い

う

も

の

で

、
元

気

が

出
る

講

演

内

容

に
な

っ

た

。
最

後

に

久

保

様
か

ら

伝

え
ら

れ

た

「

お

大
事

に

」

と
い

う

言

葉

に

は
様

々

な

思
い

が

込
め
ら
れ
て
い
た
。

２

校

時
に

は

令

和
５

年

生

徒

会
執

行

役

員
選

挙

が
行
わ
れ
た
。
会
長
１
名
、

副

会

長

1
名

、

書

記
２

名

の

立

候

補
者

の

演

説
を

全

校

生

徒

で
聞

き

、

そ
の

あ

と

投

票

が
行

わ

れ

た
。

結

果

は

会

長

に

石

橋

生

琉

（

２

年
生

）

、

副

会
長

に

仲

元

煌
河

（

２

年

生
）

、

書

記

に
笹

木

大

地

（
１

年

生

）

、
長

谷

川

弘

（
１

年

生

）

と
な

っ

た

。

こ
の

４

名

は
１

月

10

日

（

火
）

に

行

わ

れ
た

認

証

式

で
認

証

さ

れ

、
令

和

５

年

の
任

期

が

始

ま
っ

た

。

新

体
制

と

な

っ

た
生

徒

会

執

行
役

員

に
大
き
く
期
待
し
た
い
。

１
日
（
水
）
マ
ラ
ソ
ン
大
会

２
日
（
木
）
マ
ラ
ソ
ン
大
会
予
備
日

４
日
（
土
）
学
習
成
果
発
表
会

６
日
（
月
）
特
別
時
間
割
（
３⊸

６
）

８
日
（
水
）
町
ぢ
ゅ
う
美
術
館
搬
入
（
Ｄ
科
）
２
限
～

10
日
（
金
）
～
12
日
（
日
）
町
ぢ
ゅ
う
美
術
館

11
日
（
土
）
進
研
マ
ー
ク
模
試
（
２
年
四
大
進
学
希
望
者
）

14
日
（
火
）
～
16
日
（
木
）
生
徒
休
業
日

15
日
（
水
）
推
薦
入
試

17
日
（
金
）
２
月
４
日
の
代
休

20
日
（
月
）
合
格
者
発
表

21
日
（
火
）
Ｃ
科
現
場
見
学
（
２
年
）

22
日
（
水
）
学
年
末
考
査
（
３
月
１
日
ま
で
）

24
日
（
金
）
卒
業
式
予
行
・
表
彰
式

25
日
（
土
）
卒
業
式

※
変
更
等
は
Ｈ
Ｐ
・
は
な
ま
る
連
絡
帳
等
で
随
時
連
絡
し
ま
す
。

２
月
の
行
事
予
定

環
境
建
設
工
学
科
３
年
生
の
課

題
研
究
で
取
り
組
ん
で
い
た
、
地

域
貢
献
班
の
活
動
が
１
月
12
日

（
木
）
に
終
了
し
た
。
地
域
貢
献

班
は
、
新
宮
八
幡
神
社
境
内
で
使

用
す
る
傘
立
て
と
ホ
ウ
キ
立
て
、

神
事
で
使
用
す
る
棚
と
椅
子
（
胡

床
）
を
製
作
し
た
。

初
め
に
行
っ
た
の
は
、
既
存
の

物
品
調
査
で
あ
る
。
神
社
の
雰
囲

気
に
合
う
デ
ザ
イ
ン
や
、
使
用
す

る
木
材
の
種
類
を
考
え
、
そ
こ
か

ら
試
作
品
を
つ
く
っ
た
。
試
作
品

完
成
後
、
宮
委
員
の
方
々
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
そ

こ
で
出
た
様
々
な
意
見
を
ま
と
め
、

製
作
を
開
始
し
た
。
７
月
か
ら
本

格
的
な
製
作
に
入
っ
た
が
、
切
断

し
て
は
い
け
な
い
箇
所
を
切
り
落

と
し
て
し
ま
っ
た
り
、
下
穴
を
空

け
る
つ
も
り
が
仕
上
げ
面
ま
で
貫

通
し
て
し
ま
っ
た
り
と
悪
戦
苦
闘

の
日
々
が
続
い
た
。
生
徒
た
ち
は

木
材
加
工
の
難
し
さ
や
、
上
手
く

納
ま
ら
な
い
木
組
み
と
格
闘
し
な

が
ら
も
、
少
し
ず
つ
も
の
づ
く
り

に
対
す
る
情
熱
や
、
使
用
す
る
方
々

の
気
持
ち
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
て
い
た
。
約
半
年
間
の
製

作
期
間
で
完
成
し
た
。

奉
納
式
で
は
新
宮
八
幡
神
社
の

神
主
さ
ん
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

の
宮
委
員
の
方
々
が
参
加
し
た
。

生
徒
た
ち
は
１
年
間
の
取
り
組
み

を
振
り
返
り
、
１
人
ず
つ
製
作
に

掛
け
た
思
い
を
発
表
し
た
。
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
か
ら
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
生
徒
た

ち
も
ホ
ッ
と
し
た
表
情
を
浮
か
べ

て
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
も
の
づ
く

り
を
通
し
た
地
域
貢
献
活
動
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

２
月
１
日
（
水
）
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
た
。

寒
い
中
で
は
あ
っ
た
が
、

天
候
に
恵
ま
れ
、
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
。
男

子
は
１
７
８
名
、
女
子
は

２
３
５
人
、
総
勢
４
１
３

名
が
出
走
し
た
。

男
子
が
栗
栖
川
沿
い
を
２

周
（
８
．
０
キ
ロ
）
、
女

子
は
栗
栖
川
沿
い
を
１
周

（
４
．
１
キ
ロ
）
を
コ
ー

ス
と
し
た
。

校
内
中
庭
で
開
会
式
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
準
備

運
動
が
始
ま
っ
た
。
そ
し

て
、
９
時

30

分
に
男
子

が
出

発
し
た
。

時
間
を

ず
ら
し
て
10

時
50

分
に

女
子
が
出
発
し
た
。

男

子
の
部
で

は
、
１

位
に

２
年
２
組

橋
本

昂
紀
さ

ん
が
28

分
７

秒
で

完
走
し
た

。
女
子

の
部

で
は
、
１

位
に
２

年
６

組

丸
山

月
渚

さ
ん
で
、

記
録
は
15

分

33

秒
で

完
走
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

全

員
が
今
出

せ
る
力

を
出

し
切
り
、

良
い
マ

ラ
ソ
ン
大
会
と
な
っ
た
。

女
子
の
部

１
位

２
年
６
組

丸
山

月
渚

男
子
の
部

１
位

２
年
２
組

橋
本

昂
紀


